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教育長 

１３時３０分、本日の教育委員会定例会の開会を宣言する。 

 

  ―市民憲章朗誦― 

 

 

 日程第１、前回の会議録の承認を行います。 

会議録は、１番 羽柴 誠委員と２番 可児恵太委員を会議録署名委員 

に指名しております。 

承認の署名をお願いします。 

   

―会議録承認署名― 

 

教育長 日程第２、本日の会議録署名委員の指名を行います。 

本日の会議録署名委員は、教育長においての３番 加藤博之委員と４番 

柴田洋子委員２名を指名します。 

 

教育長  日程第３、教育長諸般の報告に移ります。 

前回報告した平林前教育長の受賞に続き、12月 7日、瑞浪小の伊藤慶和

校長から文部科学大臣教育者表彰受賞報告がありました。岐阜県の小学校

長では一人だけという非常に名誉ある受賞です。天皇皇后両陛下からお言

葉をいただいたとのことでした。 

また、瑞浪小の加藤 操教諭が文部科学大臣優秀教員表彰に決定されま

した。東濃で、１名から３名の人選の中、瑞浪市は 3 年続けて受賞してお

り、瑞浪市の教育の質の高さかと感じ、栄誉に思っています。 

 １２月３日に東濃地区教育長会がありました。その折に東教推学校経営

の研究発表会の南中の研究発表に対し、各市の教育長より、南中の生徒が

純朴であること、教師、生徒との人間関係が良好であること、担当の担任

はすべて 20代と若い教諭だが、若い先生の指導力の高さなどの感想をいた

だきました。1年前の中間発表で見た姿と比べると生徒も教師も成長が見ら

れた、他市の教育長からも感想をいただいています。 

岐阜県教育委員会が障害者を対象とした会計年度任用職員の雇用促進を

進めています。学校の校務補助員という形で草刈りや様々な校務のお手伝

いをしていただく方を雇用していこうとしています。今、恵那市で 2 人採

用されています。瑞浪市は０人ですので、教育委員の皆さんの知り合いに

学校でこのような内容の仕事をしたいという方があれば紹介いただきたい

と思います。 

１２月８日にキャリア教育推進懇談会が開催されました。委員として商

工会議所会頭、ロータリークラブ、ライオンズクラブ会長などお集まりい

ただきました。例年は職場体験学習の話題が中心ですが、今年はコロナの

関係で中止になり、各校の活動を通したキャリア教育の状況について説明

がありました。 

様々な委員から意見をいただきましたが、今の若者は一つの仕事になか

なか収まらないので、長期間一つの仕事に取り組めるような子供を育てて

ほしいというような意見がありました。 

 １２月１１日と１４日に県と市のそれぞれの新型コロナ対策会議があり



 

ました。県の第３波を迎えた方針についての説明があり、酒類提供を伴う

飲食店の時間短縮についての方針についてでした。学校では方針は示され

なかったが、引き続き感染防止に努めていくということになります。今の

状況を見るといつ感染者が出るかわからないので、予防には万全を期して

いますが、感染した場合にどう対応するのかなど事前に準備して対応して

いきたいと思います。 

以上、教育長の事務報告とします。 

 

教育長 
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教育長 
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加藤委員 

 

日程第４、議事に移ります。 

 「議第３３号 令和３年度瑞浪市教職員定期人事異動方針について」を

議題とします。 

 本議案について事務局に説明を求めます。 

 

---提案説明--- 

 

ただいま提案説明がありましたが、本議案について、質疑はありません

か。 

 

教員は、３～７年同一校勤務とのことで、力量のある教員は長く置いて

おきたい気持ちはあるが、７年同じ学校にいることは、本人の成長を考え

るとあまり芳しくないことだと思うので、基準とすることが妥当なのかと

思いました。 

昔は、研修校への派遣で岐阜へ家族を連れて研修に行くということがあ

りましたが、今は家族の状況で研修に行くということが少なくなったと思

います。 

そんな中でも研修で学んできた人が戻ってきた時に生かす状況を作って

いくということが必要だと思います。研修から戻ってきた時の力を十分に

発揮できる異動を考えていただきたいです。 

 

年齢や経験、教科、男女のバランス等様々なことは配慮しながら、職員

のキャリアアップも含めて考えていきます。 

研修校への派遣は、なかなか岐阜までとなるとおりませんが該当する職

員がいれば戻ってきたことも考えて配置を心がけていきたいと思います。 

 

定期人事は、年数がきたから異動というだけでなく研修の一環として捉

えていますので、状況をみながらキャリアアップに資するような異動を掲

げています。 

岐阜の実習校に勤務する人数も減ってきています。岐阜まで行かなくて

もこの管内には実習校があります。多治見の精華小学校、土岐市の泉中学

校、恵那市の恵那西中学校、中津川市の南中学校、瑞浪市は瑞浪小学校の

５校が東教推の実習校の位置づけになっていますので、多くの先生を送り

込んで研修を積んで返していただけるように心がけていきます。 

 

中段より下に「将来、市教育委員会や学校の推進力となることを期待さ

れる者については・・・」とリーダーとして育成するわけですが、判断基
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準を教えてください。２０～３０代から将来のリーダーの素質を見抜いて

取り組むのか、意図的、計画的な取り組みとはどのようになりますか。 

 

年齢的なこともありますが、２校目が終わるときに本拠地を決めますの

で３校目ぐらいまでは自分の本拠地で勤務します。その後については、実

績や教科のバランス等踏まえ、東濃の研修校へ行き、瑞浪市に戻るという

ような形で計画的に進めています。 

 

客観的な基準があるわけではありませんが、勤務評価の結果や教育委員

会が定期的に訪問する時に勤務状況を確認しておりますので、総合して将

来的にリーダーとして育てていきたいという願いがあります。 

 

 その他に質疑はありませんか。 

 

 ---質疑なし--- 

 

 別段ないようですので、質疑を集結し、採決を行います。 

 お諮りします。 

 本議案について、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 

 ---異議なしの声--- 

 

 異議なしと認めます。したがって、「議第３３号」は、原案のとおり決し

ました。 

 

教育長 

 

 

以上で、本日の定例会に提出されたすべての議案の審議が終わり、本日

の日程が終了しました。 

これをもちまして、令和２年第１５回瑞浪市教育委員会定例会を閉会し

ます。 

 

 

１３時５１分 終了 

 

上記会議録の正確なることを証するため、ここに署名する。 

 

教  育  長 
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